
り，その限界を超えるような更なる特性改善のためには，従来
と異なる新たな発想でのファイバ設計が必要とされている。
今回，従来のファイバ設計の大きな制限要因であったカット

オフ波長の設計限界を大幅に緩和しながら，かつ実質的なシン
グルモード伝送が実現可能である新手法を見出し，その手法を
用いて各種長距離伝送路についての特性改善検討を行い，良好
な結果が得られたので報告する。
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カットオフ波長は，Aeff，分散，分散スロープ，曲げ損失な
どの各特性と並びファイバの重要な特性である。これらの特性
の間にはトレードオフの関係があるため，カットオフ波長の制
限を緩和することができれば，他の特性を向上できることが見

Long-haul Transmission Fibers with Novel Optical Properties  
Based on Restrict Mode Excitation Method
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コアの外側に分布する傾向があるが，一部の高次モードはコア

1）は 正 分 散 のP-MDF
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一般論文　　選択励振法による長距離伝送路の特性改善








